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農
委
だ
よ
り
も
、
平
成
最
後
の
発
刊
と

な
り
ま
す
。
ご
愛
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

表
紙
は
、
他
県
か
ら
移
り
住
み
、
新
た

に
農
業
に
参
入
さ
れ
た
若
き
女
性
農
業
者

の
方
を
特
集
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
時
代
の
日
本
農
業
を
支
え
る
、
新

し
い
農
業
の
形
、
新
し
い
若
き
農
業
者
の

進
出
に
期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

編
集
委
員
会 
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い
づ
み 

 

副
委
員
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笹 

本 

真
由
美 

 

委 
 

員 

山 

本 

清 

治 

 
 
 
 

 
 

永 

作 

幸 

雄 

近
年
、
鹿
嶋
市
内
で
イ
ノ
シ
シ

の
目
撃
情
報
が
増
加
し
て
お
り
、

畑
作
物
の
食
害
や
水
田
へ
の
侵
入

被
害
が
聞
か
れ
ま
す
。 

 

イ
ノ
シ
シ
は
非
常
に
憶
病
な
動

物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
エ
サ

と
な
る
作
物
の
あ
る
畑
や
谷
津
田

の
周
辺
の
林
は
身
を
隠
す
の
に
最

適
な
茂
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
現
し
や
す

い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

鹿
嶋
市
は
猟
友
会
と
連
携
し
、

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
罠
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
を
目
撃
し

た
際
や
農
作
物
へ
の
被
害
が
あ
っ

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

全
国
農
業
新
聞 

 

農
業
者
等
に
役
立
つ
情
報
誌 

  
 

 
 

 

週
一
回
金
曜
日
発
行
の
農
業
総
合

専
門
誌
で
、
農
政
・
農
業
・
農
村
の

動
き
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が
満

載
で
す
。 

 

お
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
事
務

局
又
は
農
業
委
員
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 

購
読
料 

一
カ
月 

７
０
０
円 

私
は
、
三
年
前
に
鹿
嶋
に
移
住

し
農
業
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

就
農
以
前
は
医
療
系
の
会
社
に
勤

め
て
お
り
、
農
業
に
従
事
し
た
経

験
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

た
ま
た
ま
知
人
に
誘
わ
れ
て
参

加
し
た
芋
堀
り
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ

か
け
で
農
業
の
面
白
さ
を
知
り
、

農
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
何
度
か
農
業
体
験
に

参
加
す
る
中
で
「
自
分
も
農
業
に

携
わ
り
た
い
」
と
思
う
様
に
な
り

前
職
を
辞
め
、
鹿
嶋
に
住
ん
で
い

る
知
人
に
依
頼
し
て
農
業
研
修
生

と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。 

 

県
外
出
身
の 

「
新
規
就
農
者
」
紹
介 

 編 

集 

後 

記 

 

イ
ノ
シ
シ
に
ご
注
意
！ 

 
 

会
長
あ
い
さ
つ 

新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
、
昨
年
八

月
か
ら
農
業
委
員
十
四
名
と
新
設
さ
れ
た
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
十
二
名
が
新
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
ま
で
以
上
に
「
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」
な
ど
の

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
皆
様
が
お
持
ち
の
農
地
に
つ
い
て

の
利
用
状
況
や
、
今
後
の
活
用
状
況
等
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
農
地
利
用

実
態
調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
個
別
に
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
も
、
本
市
の
更
な
る
農
業
振
興
に
向

け
て
、
農
家
の
皆
様
の
立
場
に
立
っ
た
農
業

委
員
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

農地利用実態調査の推進にご協力ください。 

 会長 橋本 正 

約
二
年
半
の
研
修
期
間
を
経
て

今
年
独
立
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
近
隣

の
農
家
さ
ん
に
栽
培
技
術
を
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
勉
強
し
て
い

る
毎
日
で
す
。
「
女
性
一
人
で
農

業
は
大
変
で
し
ょ
う
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
好
き
な
こ
と
に
取
り
組
め
て

い
る
の
で
あ
ま
り
大
変
さ
は
感
じ

て
い
ま
せ
ん
。
日
々
楽
し
く
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
は
高
菜
等
を
育
て
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
少
し
ず
つ
農

地
を
広
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
栽

培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
野
菜
と
、

自
然
豊
か
な
鹿
嶋
市
の
魅
力
を
多

く
の
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

      
 
 
 

 

 
 

 

【農地利用実態調査について】 

農
業
者
年
金 

 

 服部亜樹子さん 

 宮中 在住 

≪

加
入
で
き
る
人≫

 
 

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
六
〇
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
六

〇
歳
未
満
の
人 

≪

積
立
方
式
で
安
定
運
営≫

 
 

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

収
入
を
積
み
立
て
る
積
立
方
式
で
す
。 

≪

税
制
面
で
優
遇
あ
り≫

 
 

保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
の

控
除
の
対
象 

≪

保
険
料≫

 
 

将
来
、
受
給
し
た
い
年
金
額
に
あ
わ

せ
保
険
料
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
（
月
額

二
万
円
か
ら
） 

≪

保
険
料
の
助
成
制
度
（
政
策
支

援
）
あ
り≫

 
 

農
業
の
担
い
手
に
は
、
政
策
支
援

（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が
あ
り
ま

す
。 

  

「後継者が見つからず，今後，農地をどのように管理していくのか不安だ」，「このままで

は遊休農地（耕作放棄地）になってしまう」，「リタイアするので農地を貸したい」，「新規

就農するので農地を借りたい」など，農業委員会では様々なご相談やご意見をいただいており

ます。 

 農業委員会法改正により，「担い手への農地利用の集積・集約化」，「遊休農地の発生防

止・解消」，「新規参入の促進」などの農地利用の最適化を推進するために，各地区毎に農地

利用最適化推進委員を新たに委嘱したところです。 

 そこで，農業委員会では，まず，あなたがお持ちの農地について，「今，どのように使われ

ているのか」，「今後，どのように活用していくのか」お話を聞かせ

ていただくことになりました。 

 お忙しいところ申し訳ございませんが，調査へのご協力をお願いし

ます。 

  

     

あなたの持っている農地についてお話を聞かせてください。  

将来の農業経営や農地の活用について，どのように考えていますか？  

農業委員・農地利用最適化推進委員がお宅を訪問します。 

調査は平成３１年２月から随時行います。 

※委員は，身分証明書を携行し腕章を着けています。 

≪問い合わせ先≫ 

鹿嶋市農業委員会 

電話 ８２－２９１１ 

問
い
合
わ
せ
先 

農
林
水
産
課 
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平成３１年度農作業標準賃金（農作業労賃・機械持込作業料金） 

種別 区  域 平均額 最高額 最低額 データ数 

田 鹿嶋市全域 
基盤整備地域 １３，６００円 １９，６００円 ８，９００円 ２１８ 

未整備地域 １２，８００円 １５，６００円 ９，２００円   ９ 

畑 鹿嶋市全域 
基盤整備地域 １０，８００円 １５，０００円 ９，６００円  ２７  

未整備地域 ９，８００円 １２，１００円 ６，４００円  １７ 

※データ数は，集計に用いた筆数です。 
※賃借料を物納(玄米)している場合は，60㎏あたり13,030円に換算しています。 
※上表を参考に話し合いで決めてください。 

農地の賃借料情報（１０ａあたり）（H29年12月からH30年11月までの賃貸借データ） 

※作業場所や時間，作業内容等の働く条件によって異なります。 

※上表を参考に話し合いで決めてください。  

種 
作業種別 

標 準 賃 金 
備   考 

別 作業内容 単 位 金 額 

一般農作業 田 畑 作 業 ８時間 ７,０００円 男女とも同額，食事なし 

田 

耕  起 

ロータリー耕 １０ａ ６,０００円 

  

プ ラ ウ 耕 １０ａ ６,０００円 

（トラクター） 代 か き １０ａ ８,０００円 

畦塗（あぜぬり） １ｍ ５０円 

草刈(保全管理) 草 刈 り 機 １０ａ １２,０００円 

田 植 え 機 械 植 え １０ａ ７,０００円 側条施肥は2,000円増額 

稲 刈 り コンバイン １０ａ ２０,０００円 倒れ稲はこの限りではない 

乾燥・調整 
乾燥～籾摺り ６０kg ２,０００円 

陸稲は５０円増額 
籾 摺 り ６０kg ７００円 

畑 

  ロータリー耕 １０ａ ５,０００円   

耕  起 プ ラ ウ 耕 １０ａ ６,０００円   

（トラクター） 深耕ロータリー １０ａ ２０,０００円   

  深耕プラウ １０ａ １０,０００円   

  開墾プラウ １０ａ １０,０００円   

トラクター 
マルチ張り ２００ｍ １,５００円   

ミツバ掘り １０ａ １０,０００円 振動掘は3,000円増額 

 

「農業委員等の担当地区」 

  

農業委員会委員・農地利用最適化推進委員の紹介 

地区名 該当地域 地区名 該当地域 

鹿島第１ 清水・明石・小宮作・下津・神向寺・宮津台 大野第１ 大小志崎・武井釜 

鹿島第２ 田野辺・山之上・田谷・田谷沼・猿田 大野第２ 荒井・浜津賀・青塚 

鹿島第３ 沼尾・須賀・爪木・大船津 大野第３ 角折・荒野・小山 

鹿島第４ 鹿島第１～３，５．６以外 大野第４ 志崎・武井 

鹿島第５ 木滝・木滝佐田谷原入会・粟生・光・国末・泉川・長栖 大野第５ 津賀・和・棚木 

鹿島第６ 根三田・佐田・下塙・谷原・鰐川 大野第６ 林・中・奈良毛 

農
地
利
用
最
適
化
推
進 

委
員(

氏
名
・
地
区
名) 

大槻勝敏 

農
業
委
員
会
委
員 

(

氏
名
・
地
区
名) 

大野第４ 

山本清治 清宮茂信 大久保賀夫 永作幸雄 

野口嘉徳 大川喜美 桐澤いづみ 出頭勝美 笹本真由美

高田 力 

大野第３ 

小松崎清 田口 稔 久保和男 日向寺隆 

鹿島第２ 大野第４ 大野第２ 大野第１ 

大川恒雄 山本三郎 小川新治郎 小池正巳 平山英夫 

鹿島第１ 大野第５ 鹿島第５ 鹿島第６ 鹿島第４ 

日向寺昌幸 笠貫順一 高田四郎 石津 彰 清宮敏男 

大野第１ 鹿島第２ 大野第３ 鹿島第３ 大野第６ 

鹿島第６ 鹿島第５ 鹿島第４ 会長代理 鹿島第１ 

大野第５ 大野第２ 鹿島第３ 大野第６ 


